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4　　ま　　　と　　　め

特に青刈り用ヒエの栽培にあっては，初期の低温抵

抗性が劣るため，初期生育が緩慢であるため，初期雑

草の発生に留意する必要がある。その後の生育は旺盛

となる。収穫適期は家畜のし好性，飼料価値，収量性

からみて出穂期前後がよい。

ヒ工の青刈り用として有利な点は，（1）種子が少量

（100針も）ですみ，【2）自家採種が容易で増殖率が高く，

（3）長期保存に耐える等である。なお，水稲生産調整に

よる転換田のうち，特に強湿田のため，一般畑作物の

導入が困難な地帯では，ヒ工の栽培（古くは冷水田の

水口等で行われた）が可能である。栽培法としては，

田植機による移植方法なり，落水して初期の水管理に

留意すれば直播もできる。本県では48年100ha近く

か作付けられ，強湿田の導入作物として水稲の青刈り

よりも有望である。

今後の問題点として，特に青刈り用の場合，多収化

のためのり）施肥法の検討，（2）栽植様式と播種法，（3）作

期別品種の選定，14）初期除草剤の検討等があげられる。

バレイショマルチ栽培に関する試験

第5報　マルチ様式について

＊鎌田　信昭・＊当中山　芳典・＊＊佐藤　息士

（＊岩手県農業試験場県南分場・＊＊同本場）

1　ま　え　が　き

マルチ栽培条件下におけるパレイショ生育の特徴は，

1）薯の個数増よりはむしろ1個重の増大により増収

すること，2）大書歩合の増加によって均質化と品質

の向上を図ること，5）萌芽促進及び早期肥大により

早崩を可能にし，土地利用を高度化すること等にある

ことを第1報で報告した。なおこの方法は昭和45年

度より普及に移されてきた。

しかし，従来のマルチ様式は9250タイプのホーリー

シート利用が大部分で，穴部への種芋の植付けは容易

でなく多くの労力を要してきた。

昭和45年度以降，7ィ′レムの種類と播種様式につい

て透明ホーリーシート，黒ホーリーシート，粂播用シ

ート（単条），無マルチ様式で検討したところ，それ

ぞれ特徴があるが，単粂粂播用シートによる半高瞳マ

ルチ栽培が比較的安定した増収効果をあげ，若干なが

ら省力となることが兄いだされたので報告する。

2　試験方法と結果

ホーリーシートによる栽培は従来と同様であるが，

粂播用シートによる栽培は第1図の様式をとり，試験

の様式は第1表によった。結果は第2～5表に示す。

粂格マルチでは一般に萌芽は普通の透明ホーリーシ

ートに比し数日遅れる傾向にあり，場合によっては開

花も遅れることがある。しかし新芽後の生育スピード

は速く，草丈，地上部重は一段と優れ，特に中期以降

の生育は見るべきものがある。

バレイショは他作物に比べて，本来冷涼な気候を好

む作物とされているが，春期寒冷な当県においてはポ

リマルチ栽培による地温上昇効果に基づく初期生育の

促進は，かなりの有利性が認められる。粂播マルチで
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も同様のことがいえるが，畑イネ等でも実証されてい

るように，粂播用シートはホーリーシートに比し初期

は昼夜の地温較差が大きい。

また，単粂用シートを用いることによって被覆幅が

狭くなり，生育の中期以降には茎葉繁茂によって地温

の異常上昇も避けられる（7月下旬で10℃程度差が
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第1図　集播（単条）フィルムといもの植付け方

第2表　年次別生育調査表

これらのことから粂播用シート利用のマルチ栽培が

ホ‾リ‾シ‾ト利用よりも安定，多収を示すものと考

えられる〔特に昭和45，48年のような春～夏期高混

年にはこれがはっきり現れ，また昭和4d年のよう′1

低温年でも痛凋期掘りでは他より多収を示した〇また，

このシ‾トを用いると，播種・覆土後の被覆が容易で

あり播種労力を軽減する。更に，覆土探の調節も容易

で，極端な浅植えによる露光緑化も防止でき，必要に

より切れ目より追肥も可能である。

第　東　晒4d～48年　マルチ様式

マ ル チ 様 式 戴　 値　 様　 式

粂播 シー ト（単条 ） d dr沼×　 5 0こⅦ（5．56本／〝ぴ）

粂柿 シー ト（ 2 粂 ） d d珊 ×　 5 0〔772（　　 ）

925 0 透明 ホー リー シー ト 鳥 首Ⅵ×　 5 0（明（　　 ）

925 D 黒色 ホー リー シー ト ト音 2 条

無マルチ 占腔 × 5 0CⅥ（　　 ）

注　昭和45年は55C7乃×50で乃

昭和48年粂播（単条）は75cmx25cm

条播（2粂）はll言萄46年のみ実施

　　 年 次　　項 目

被 覆 様 式

昭 4 5標 準 収 ・、削 寺 昭 4 8 （7 月 15 ［り 昭 4 7 （7 月 5 日） 肌　 8
汀て

茎 長

．三三

茎 数
草　 丈 二茎　 数 茎：長

箋 奴 垂 語 義
1 日 4

甚 長 ’

（7 月 16 6 ）　a 当 り

茎 数 空 走 歪

粂 播 シ ー ト （単 粂 ）
珊 本 c m 本

m 本 ん1リ m 本 加
7 2．9 4．5 7 5．5 4，2 5 7 8 5．2 2 8 8．8 5 4．8 2．2 2 52．8

9 2 5 0 透 明 ホ ー リ　ー シ ー ト 7ロ．9 4．8

5．9

占4．4 4．9 2 9 5 2．8 19 8．9 47 4 5．8 9 5 ．5

9 2 5 0 黒 色 ホ ー リ　ー シ ー ト
－ 7 8．9 4．7 5 5．2 5．0 2 18 ．9 4占．4 2，8 1 5 1．1

i旺　マ　 ル チ 6 8．0 8 2．2 4．2 5 1．5 4．2 2 2こ1．0 5 5．6 5．2 1 8ユ 5

第5表　年次別収量調査表

年 次

項 目

昭 4 5 ■頗 準 掘 り 昭 4 8 （7 月 1 6 日 ） 昭 4 7 （ 7 月 5 日 ） 昭 4 8 （ 7 月 18 日 ）

a　 当　 り
向 左 比

a　 当　 り
同 左 比

a　 当　 り
同 左 比

ま　 当　 り
同　 左 比破 凌 様 式 上 い も垂 上 い も立 上 い も 垂 上 い も重

粂 播 シ ー ト （単 条 ）

噂 　 痴

1 4 8

噂 lカ 極 痴 埴 吻
4 8 2．0 2 4 0．0 1 7 5 5 5 2，0 1 5 5 4 5 8．9 1 5 2

9 2 5 0 透 明 ホ ー リ　ー シ ー ト 4 1 5．0

5 2 5．4

1 2 8 2 4 7 5 1 7 8 5 2 鼠 8 1 2 7 5 7 4．0 1 0 8

9 2 5 0 黒 色 ホ ー リ ーーシ ー ト
－ 1 9 ♀2 1 4 5 5 1 0．5 1 2 D 4 C 4．5 1 1 7

由荘 マ　 ル　 チ 1 0 0 1 5 8．9 1 0 0 2 5 鼠 8 1 0 0 5 4 7 2 1 0 0
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第4表　昭和4°年　生育調査表

萌芽期
萌芽の
良 否
開花期

調査項目

被覆様式

条播シート（単粂）

粂挿シート（2条）

9250透明ホーリーシート

9250黒色ホーリーシート

無マルチ

茎　事

績凋期

月　 日

や や 良

月　 日 月　 日

5 ．2 0 6 ．2 7 8 ．1 9

．2 2 〝
．2 9 ．1 9

．1 4
良 ．2 0 ．1 5

．19 ．2 1 ．1 7

．2 0 ′′ 7　 2 ．1 7

8月17日 7月15日

茎 長 茎 故 草 丈 茎 数 茎 長 茎 数

e帯 本 C澗 本 e耽 本

58．8 4．8 75．5 4．2 77 8 4．4

29 0 5．° 75．1 5．6 85．1 5．8

5 5．9 4．7 d4．4 4．9 59 9 5．5

55．8 4．9 78．9 4．7 85．7 4．5

2 1．8 5．8 d2．2 4．2 75．d 5．7

第5表　昭和48年　収穫物詞査表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（毎針／a）

　　　 調 査 項 目

被 腐 様 式

】

i大い も重 中 ′、も重 小 い も重 上 いも重 同 左 比 J熟 、も重 総 い も重

l a 当 り

上 い も数

上 い も

1 コ
平 均 重

戚 粉 価

早

掘

り

7

月

は

日

粂 播 シ ー ト （単 粂 ）

粂 播 シ ー ト （ 2 粂 ）

9 2 5 0 透 明 ホ ー リー シ ー ト

9 2 5 0 黒 色 ホ ー リ ー シ ー ト

無 マ ル チ

2 1．4

1 8 ．9

5 9 5

5 9 2

15 0 ．0

7 9 5

15 8 ．8

8 7 8

5 1．7

8 8 ．8

7 7 5

4 9 5

72 ．2

8 7 2

2 4 ）．〕

1 7 5 ．9

2 4 ス 5

1 9 9 2

1 5 8 ．9

痴

1 7 5

1 2 7

1 7 8

1 45

1 0 0

エ 2

14 ．7

5 ．1

8 ，1

1（5．1

2 4 7 2

19 0．6

2 5 0 ．4

2 0 7 5

1 55 ．0

：コ

5 ，15 9

2 ，9 1 7

5 ，5 8 9

5，0 5 8

2 ，8 9 4

グ

7 （5．5

8 0 ．5

7 5 ．0

d 5 ．1

5 1．6

喀

1 1．6

1 1．8

1 1．7

1［）．7

1 1．8

標

準

掘

り

8

月

2 5

日

粂 稀 シ ー ト （単 粂 ）

粂 播 シ ー ト （ 2 粂 ）

9 2 5 0 透 明 ホ ー リ ー シ ー ト

9 2 5 0 黒 色 ホ ー リ ー シ ー ト

無 マ ル チ

2 2 0 ．5

1 7 1．5

17 貸 7

1 4 5 ．8

9 1．0

1 5 8 ．8

1 7 0．°

1 0 8 ．8

1 5 4 ．7

1 （～2 ．6

7 8 ．°

7 2 ．7

5 4 ．5

占8 ．5

8 5 ．8

4 5 7 7

4 1 4 ．8

5 4 2 ．8

5 4 （5．8

5 5 R 4

1 5 5

12 2

1 0 1

1 0 2

1 0 0

14 ．2

14 ．9

鼠 7

15 ．8

15 ．5

4 7 1．9

4 2 鼠 5

5 5 2 ．5

5 8 0 ．°

5 5 4 ．7

5 ．0 9 8

5 ，わ 5

5 ，75 8

4 ，5 4 8

4 ．5 5 8

8 R 8

7 7 2

9 1．7

7鼠 8

74 ．5

10 ．0

10 ．5

1 0．0

1 0．0

1 1．°

5　問　　題　　点

粂播シート利用によるマルチ栽培は前述のような長

所を持っ反面，出芽時に芽がシートの切れ目に詰まる

ことがあり，ホーリーシートの場合同様出芽時の見回

りは欠かせず，また，シート切れ目の雑草も発生しや

すい。

その他，枯凋期俊の早期掘取り，適期播種等マルチ

栽培に伴う留意点は従来のオ∵－リーシートの場合同様

充分気をつけなければならない。


